
初等教科教育法（音楽） 寺田 己保子   

 

※実務経験のある教員による授業科目 

授業概要  

小学校音楽科の目標と内容を理解し、学習指導案作成の基礎を身に付けるために学習指導要領を中心に講義

する。またグループによる模擬授業において、高等学校音楽科教員としての実務経験を生かして授業改善の視

点を指導し、望ましい小学校音楽の授業を構築できるよう指導する。 

授業計画  

 
第 1 回 ガイダンス 

第 2 回 小学校学習指導要領音楽の目標 

第 3 回 小学校学習指導要領音楽の指導内容 表現 

第 4 回 小学校学習指導要領音楽の指導内容 鑑賞 

第 5 回 各学年の目標及び内容・評価  

第 6 回 事例研究 歌唱・音楽づくり 

第 7 回 事例研究 器楽・鑑賞 

第 8 回 学習指導案について 

第 9 回 学習指導案の作成 グループ活動１ 教材準備（情報機器の活用を含む） 

第 10回 学習指導案の作成 グループ活動２ 模擬授業の検討（情報機器の活用を含む） 

第 11回 模擬授業及び検討会１（授業改善の視点１） 

第 12回 模擬授業及び検討会２（授業改善の視点２） 

第 13回 模擬授業及び検討会３（授業改善の視点３） 

第 14回 模擬授業及び検討会４（授業改善の視点４） 

第 15回 模擬授業及び検討会５ まとめ 

第 16回 筆記試験 
 

到達目標  

小学校音楽科の目標、内容、評価等について、学習指導要領を基に理解する。 

授業のイメージを持ち、指導内容の明確な学習指導案を作成する。 

履修上の注意  

『小学校学習指導要領解説（音楽編）』を必ず携行し、授業内容の復習をすること。 

学習指導案の作成及び模擬授業準備等、自主的な学習に積極的に取り組むこと。 

予習復習  

『小学校学習指導要領解説（音楽編）』を熟読する。 

評価方法  

筆記試験70%、学習指導案・模擬授業30%、提出物により総合的に評価する。 

テキスト  

文部科学省『小学校学習指導要領解説 音楽編』 

必要な資料を随時配布 

 


